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i）鷲

▽逆転の発想でｌ獅麺峠鍛醍瀝褥科、艫
脳
卒
中
で
脳
を
損
傷
す
る
の
で
は
な
い
か
と
仮

る
と
こ
れ
ま
で
は
、
損
傷
定
。
患
者
の
健
側
の
脳
に

し
て
い
な
い
側
（
健
側
）
磁
気
刺
激
を
与
え
て
働
き

が
、
損
瘍
し
た
側
（
病
側
）
を
抑
え
、
続
け
て
良
質
な

の
機
能
を
助
け
る
も
の
と
訓
練
を
す
る
と
、
動
か
な

考
え
ら
れ
て
き
た
。
安
保
か
つ
た
手
が
動
く
よ
う
に

教
授
は
、
動
物
実
験
や
臨
な
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

床
研
究
で
健
側
が
、
ま
ひ
そ
の
後
、
困
難
と
さ
れ

度
輿
脳
側
の
へ
虫

確
麺
維
躯
躯
翻
樹
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議
脳
卒
中
の
後
遺
症
は
、
発
症
か
ら
３
，
４
カ
月
以
降
は
改
善
し
に
く
い
と
い

う
の
が
「
定
説
」
だ
が
、
そ
う
と
ば
か
り
は
一
一
一
一
酉
え
な
い
よ
う
だ
。
璽
宗
慈
恵
会

医
科
大
学
Ⅱ
東
京
都
Ⅱ
の
安
保
雅
博
教
授
が
考
案
、
世
界
に
先
駆
け
て
始
め

た
、
連
続
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
と
集
中
的
作
業
療
法
を
セ
ッ
ト
に
し
た
後
遺
症
の

新
治
療
（
Ｎ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
○
Ⅱ
一
三
－
ロ
）
が
、
慢
性
期
の
症
状
の
改
善
に
も
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
国
内
八
つ
の
協
力
医
療
施
設
の
一
つ
、
松
本
市
の
相
沢
病
院

の
事
例
と
共
に
紹
介
す
る
。
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年山汪鐸率珪報鵡孵窪▽ニユーロとはｌ
に
世
界
に
先
駆
け
て
、
東
釦
分
間
の
ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｓ
拾

京
慈
恵
会
医
科
大
学
付
属
療
の
後
に
行
う
、
作
業
療

病
院
で
こ
の
治
療
を
始
め
法
士
に
よ
る
集
中
的
作
業

た
。
安
保
教
授
は
４
月
、
療
法
と
患
者
の
自
主
ト
レ

松
本
市
の
相
沢
病
院
で
行
－
ニ
ン
グ
を
１
時
間
ず

わ
れ
た
市
民
講
座
で
講
演
つ
、
午
前
、
午
後
セ
ッ
ト

し
「
定
説
を
捨
て
て
リ
ハ
に
し
た
治
療
法
を
指
す
。

ビ
リ
を
考
え
直
し
、
よ
く
２
週
間
連
続
で
行
う
。
市

な
ら
な
い
と
一
一
一
一
曰
わ
れ
て
い
民
講
座
で
安
保
教
授
は
、

た
人
を
回
復
さ
せ
た
か
つ
一
ヨ
ー
ロ
を
行
い
、
発
症

た
」
と
研
究
動
機
を
述
後
１
年
か
ら
加
年
を
超
え

べ
、
治
療
を
説
明
し
た
。
る
２
０
４
人
の
高
い
有
意
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震
ｒ
Ｔ
Ｍ
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－
壜
）
と
は
Ｉ
準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

磁
気
を
発
生
さ
せ
る
．
発
症
か
ら
時
間
が
た
っ
て

イ
ル
を
頭
蓋
骨
上
に
当
い
る
維
持
期
や
慢
性
期
で

て
、
健
側
の
大
脳
局
所
に
も
脳
卒
中
の
ま
ひ
は
よ
く

低
頻
度
磁
気
刺
激
を
与
え
な
る
」
と
強
調
し
た
。

毒匪蔀謬驍唾率蜷搾峠▽治瘻できる人はｌ
い
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
肥
歳

以
上
で
認
知
症
や
う
つ
病

印
ｆ
由

密＝￣臼

DiliiJ▽
治
療
は
ど
こ
で
受

け
ら
れ
る
の
か
ｌ

安
保
教
授
の
研
究
に
協

力
す
る
医
療
機
関
は
全
国

に
八
つ
で
、
県
内
で
は
相

沢
病
院
だ
け
と
な
る
。

相
沢
病
院
で
は
昨
年
８

月
か
ら
始
め
、
４
月
”
日

ま
で
に
別
～
帥
代
の
別
人

に
実
施
し
た
。
効
果
は
、

同
病
院
総
合
リ
ハ
ピ
リ
テ

で
な
く
、
透
析
を
し
て
い

な
い
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
が
入
っ
て
い
な
い
、

脳
卒
中
に
起
因
す
る
上
肢

ま
ひ
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

九
つ
の
適
応
基
準
を
全
て

満
た
す
人
が
対
象
に
な

る
。

う
二
つ
の
学
術
評
価
で
は

「
改
善
巳
を
示
さ
な
か
っ

た
人
を
含
め
、
ほ
ぼ
全
員

で
運
動
機
能
や
日
常
生
活

中
の
使
用
感
に
変
化
が
見

ら
れ
た
と
い
う
。
同
セ
ン
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シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
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が
行

。
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市
民
講
座
で
講
演
す
る

安
保
教
授

Ｉ
！
「
！
！
‐

は
な
い
か
」
と
い
う
。

▽
寶
用
は
Ｉ

連
続
経
頭
蓋
磁
気
刺
激

に
関
す
る
寶
用
は
、
実
施

医
療
機
関
が
負
担
す
る
た

め
、
患
者
は
入
院
贄
や
リ

ハ
ビ
リ
薑
の
み
の
負
担
に

な
る
。
相
沢
病
院
の
場

合
、
患
者
負
担
は
、
加
入

保
険
で
異
な
る
が
加
万
円

程
度
か
ら
。
治
療
希
望
者

は
ま
ず
同
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
受
診
す

る
。
適
応
基
準
を
満
た
せ

ば
治
療
予
約
が
で
き
る

が
、
４
月
末
時
点
で
予
約

待
ち
期
間
は
お
よ
そ
半
年

と
な
る
。
（
白
沢
幸
恵
）

：
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霧

タ
ー
の
作
業
療

法
士
。
並
木
幸

司
主
任
は
「
も

う
少
し
の
改
善

を
望
ん
で
い
て

適
応
基
準
を
満

た
す
人
は
、
積

極
的
に
検
討
し

て
よ
い
治
療
で

Ｉ
咄
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柳
刑
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